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新100歳の宮下喜六さんに健康の秘訣を伺ったと
ころ、早覆早起きをし、好き嫌いなく3度の食事を
とることだそうです。。

若い頃から体を動かすことがとにかく好きで、
以前は、ゲートボールで体を動かし、数多くの大
会に参加し、活躍したそうです。

また、老人大学に入学したこともあり、3年間勉
強に励み、自分の趣味の世界を広げました。

いろいろなことに興味を持ちつづける宮下さん、
これからもお体に気を付けて、いつまでも元気で
お過ごしください。
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。
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〇
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〇
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人
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く
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四
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。
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。
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金
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り
長
寿
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お
祝
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し
て
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ま
す
。
今
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青
春
真

最
中
、
お
体
に
気
を
付
け
て
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
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